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不祥事件発生のお知らせとお詫びについて 

 

この度、当金庫におきまして、誠に遺憾ながら、職員がお客様の現預金を着服するという不祥事件が発

生しました。 

 社会的、公共的役割を担い、お客様の信用と信頼を第一とする金融機関として、このような事態を招い

たことは、痛恨の極みであり、厳粛に受け止めております。 

 被害に遭われたお客様をはじめ、日頃からお取引を頂いているお客様、会員の皆さま、地域の皆様な

ど、関係各位に多大なご迷惑とご心配をおかけする事となり、誠に申し訳なく、深くお詫び申し上げま

す。 

 当金庫といたしましては、今回の不祥事の発生を厳粛に受け止め、役職員一同深く反省いたすと共に、

皆様からの信頼回復と再発防止に全力で取り組んでまいります。 

 

記 

 

1.事件の概要 

 (1) 発生店    板倉支店 

 (2) 事故者    30 代男性 渉外担当者 

 (3) 発覚日    令和 8 年 4 月 3 日 

  (4) 発覚の経緯  4 月 2 日板倉支店支店長から本部へ外回りに出た事故者が帰店しない旨電話があ

り、連絡がつかず一時行方不明となりました。４月 3 日に事故者の所在が判明し、

自宅へ送り届けましたが、その後事故者所有の自家用車の車内から無数の硬貨及

び集金印が押印された入金伝票が発見されました。これらの事実を事故者本人に

問いただしたところ、担当先の入金額を着服して遊興費に充てていたことを自供

し、発覚に至りました。 

 (5) 事故発生期間  令和 8 年 1 月 5 日から令和 8 年 4 月 2 日 

 (6) 事故金額    23,578,526 円 (全額事故者の家族・親族から弁済されております) 

 

2.被害に遭われたお客様への対応 

  被害に遭われたお客様には、改めてご迷惑、ご心配をおかけしましたことを、心よりお詫び申し上げ

ます。なお、事実確認が取れたお客さまに対しましては、ご訪問のうえ事実内容を説明させていただ

き、被害額を口座へ正しく入金するなどと共に深くお詫びを行っております。 



3.各関係機関への報告 

  本件につきましては、発覚後監督官庁へ報告を行うと共に、法令に基づく届出を行っております。ま

た、警察にも相談しております。 

 

4.関係者の処分 

  (1)事故者は、法定手続きに従い令和 8 年 6 月 30 日付で懲戒解雇します。 

  (2)関係者の処分につきましても、管理・監督責任を明確にしたうえで、厳正な処分を行います。 

 

5.今後の対応 

  当金庫ではこれまで、不祥事件防止の為、内部管理及び法令等遵守態勢の強化に努めてまいりまし

たが、今回のような行為を防止できなかったことは、結果的にこれらの実効性が不十分であったと深く

反省いたしております。 

  今後このような事態を繰返さないように、この度の問題点を検証のうえ、実効性のある再発防止策

を講じると共に、一日も早くお客さま並びに関係各位の信頼を回復できるよう、全役職員が一丸となっ

て取組んでまいります。 

 

以 上 

 

 ※ 今回の件に関し、当金庫職員や警察官・弁護士等が、お客さまのキャッシュカード等をお預かりす

ること、また、暗証番号をお問い合わせすることはございません。万が一便乗が疑われる事態があっ

た場合には、以下の先または最寄りの警察にご相談ください。 

 

 

 

     【本件に対するお問い合わせ先】 

       新井信用金庫 調査委員会 阿部・清水 

       電話番号 0255-72-3101 

       受付時間 月曜日～金曜日 9：00～17：00 (土・日・祝日を除く) 

 


